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示している。図10のように，再生型びびり振動安定限界
の予測値と実験値は，定量的にも良く一致している。
　以上の実験および解析により，ボールエンドミル加工
における再生型びびり振動安定限界は，工具傾斜角度に
よって極めて大きな影響を受けることが明らかになっ
た。したがって，本稿で構築した解析モデルを援用して
工具傾斜角度と加工パスを最適化し，近年急速に発展し
てきた多軸加工を行うことで，インペラなどの低剛性工
作物加工の高能率化，低コスト化，仕上げ面品質の向上
等に大きく貢献できるものと期待される。

むすび＝本稿では，低剛性の板状工作物をボールエンド
ミル加工する場合において，切削送り方向周りの工具傾
斜角度を考慮し，牧
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